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運営推進会議等開催報告書

4月　1日

事業所名 内子町老人デイサービスセンターたんぽぽ

（0893）　44―5665

デイサービスセンター　たんぽぽ

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、書面会議となる。

（利用者・家族分野）
（たんぽぽ元ボランティア）
（地域住民の代表者、サービスに知見を有する者分野）
（民生委員）

山田　一香

・職員の笑顔と利用者さんの笑顔の写真が良い。

3人 兼本早智恵
城戸和也

①別紙参照　②近況報告について　③たんぽぽ通信発行について④介護職員処遇改善加算について

感染防止には日々努力している。スタッフも健康管理に努めている。

全員より承諾を得る。

たんぽぽ通信、その月ごとの取り組みが写真を見るだけで良く分かる。
・月のメインを「見出し」で紹介し、色々な工夫が感じられる。
・色々な、行事や、リハビリの工夫感じられる。

コロナ感染防止では細心の注意が必要と思われる。スタッフの健康管理が大変だと思われる。
介護職員処遇改善加算を取得することでスタッフのやる気、資質向上に繋げて欲しい。

要望、助言、感想に対する考え方

たんぽぽ通信、毎月作成することは大変な作業だが、ご家族や、ケアマネージャーさんにたんぽぽでは
どのように1日を過ごして、どのような表情をされているのかを見て頂いて安心して通所していただけるように
努力している。写真を多くし表情をお届けしたいと思っている。

認知症状の有る利用者さんも多いのでなるべく嫌な感情が残らないようにケアの仕方に配慮している。
2012年に運用された介護職員処遇改善加算を今年度から取得する運びとなり、介護職員の処遇を良くする
と共に、スタッフのやる気、資質向上を図り、人材の確保につなげていき、たんぽぽ運営を円滑にしていく。


